
道路の整備により、移動時間の短縮や渋滞緩和、沿線地域の観光振興や企業活動の活性

化など、様々なストック効果が発揮されています。

北関東からの移動時間が半減

所要時間
都心経由ルート ：Ｈ22センサス（混雑時旅行速度）による最短時間ルートの所要時間
圏央道開通ルート：ＮＥＸＣＯデータによる朝のピーク時（７時～９時）平均値

圏央道開通後
６７分

（圏央道経由）

圏央道開通前
約１３０分

（東北道～首都高速～東名高速）

国土交通省・東日本高速道路㈱ 記者発表資料（H27.11.11）を基に作成

久喜白岡JCTから海老名JCTまでの移動時間が
約60分短縮

約６0分短縮
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ストック効果・・・整備された社会資本が機能することで、整備直後から継続的かつ中長期的にわたって得られる効果

【出典】令和４年神奈川県入込観光客調査結果

入込観光客数の推移

神奈川県記者発表資料（R５.８.３）を基に作成

コロナ前の県内入込観光客数は増加傾向
平成29年から３年連続で２億人を突破

N

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）

今後、整備が進むにつれ、
事業区間沿線への企業立地
が期待される

約４割の企業が
圏央道IC５km圏内に立地 <凡例>

「インベスト神奈川」・
「インベスト神奈川2ｎｄステップ」・
「セレクト神奈川１００」・
「セレクト神奈川ＮＥＸT」の認定企業※

圏央道IC５km圏

圏央道IC５km圏
（横浜湘南道路・高速横浜環状南線）

横浜湘南道路
・高速横浜環状南線>

高速道路

一般国道

圏央道IC５km圏

125件
（35％）

11件
（3％）

圏央道IC５km圏
（横浜湘南道路・
高速横浜環状南線）

その他

222件
（62％）

圏央道など自動車専用道路の沿線を中心に工場や研究施設が立地

横浜湘南道路 横浜環状南線

※県の企業誘致施策
インベスト神奈川、
インベスト神奈川２ｎｄステップ、
セレクト神奈川１００、
セレクト神奈川ＮＥＸT
を活用し立地した企業を図示
(R５.７現在)

国土交通省関東地方整備局公共事業評価資料（R4.12.19）を基に作成
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新型コロナの
世界的拡大
により激減

新型コロナ感染拡大前の
８割まで回復

平成27年 ３月 湘南～関越道までつながる
平成27年10月 湘南～東北道までつながる


